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モスバーガーは今年で 31 周年 

3 月 12 日（水）は『モスの日』！ 
食品リサイクル実験で作られた堆肥入り「金

きん

蓮花
れ ん か

栽培セット」をプレゼント 
 
株式会社モスフードサービス（代表取締役社長：櫻田 厚、本社：東京都新宿区）では、3 月 12 日

（水）の「モスの日」に、全国のモスバーガー店舗（大学店、競馬場店等の特殊店舗および休業中の店

舗は除く）にて「金
きん

蓮花
れ ん か

(ナスタチウム)の栽培セット」を、当日ご利用されたお客様、各店先着 120 名様

にご提供します。 
 

 「モスの日」は、昭和 47 年 3 月 12 日、東武東上線成増駅に初めてモスバーガーの実験店がオー

プンしたことを記念して設けました。モスバーガー第１号店は、駅前ショッピングセンターの地階に総面

積がわずか 2.8 坪、縦長の店内にカウンター席が 5つしかない小さなお店でした。現在、モスバーガー

は全国 1，535 店舗（平成 15 年 1 月末現在）にまで成長し、お陰様をもちまして今年 31 周年を迎えま

す。今年の「モスの日」には、モスバーガーに来店されるお客様に感謝を込めて、「金
きん

蓮花
れ ん か

(ナスタチウ

ム)の栽培セット」をプレゼントします。 
  

今回の「金
きん

蓮花
れ ん か

(ナスタチウム)の栽培セットは、モスバーガー店舗で出された野菜屑を堆肥化したも

のを培養土の一部に使用しています。モスフードサービスでは、去る 2 月 3 日より、仙台市にて食品リ

サイクル実験を開始しました(添付資料ご参照)。今回の培養土は、この実験で製品化したものを使用

しています。 
 

金
きん

蓮花
れ ん か

は、ヨーロッパではガーデンナスタチウムと呼ばれ、食用、観賞用として親しまれている多年

草の花です。鮮やかな色の花を咲かせ、蓮のような個性的な葉を持つことから、日本では、金
きん

蓮花
れ ん か

と

呼ばれています。葉はピリッとクレソンに似た辛味があり、細かくちぎってサラダやサンドイッチに入れ

てお召し上がりになれます。 
 

＜「モスの日」実施概要＞ 

■実施日：平成 15 年 3 月 12 日（水） 

■対象 ：モスバーガーを当日ご利用されたお客様、各店先着 120 名様 

  （※店舗の規模により、先着数が異なる場合があります。） 

■対象店：全国のモスバーガー店舗（一部店舗を除く） 

■ご提供：「金
きん

蓮花
れ ん か

（ナスタチウム）の栽培セット」 

形状……紙製鉢（高さ 7 ㎝・直径 8㎝） 

スリーブ（鉢のカバー） 

培養土と種子 
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～完全循環型の食品リサイクル実現へ向けて～ 
食品一括配送･回収システム確立のための実証実験開始 

野菜屑を堆肥化し「栽培セット」にて活用 
 
株式会社モスフードサービス（代表取締役社長：櫻田 厚、本社：東京都新宿区）では、モ

スバーガー店舗に通常の食材等を納品する車両を改造し、食材等の配送と厨房内から発生

した野菜屑（堆肥原料）を同一車両で回収する実験を開始します。 

 

この実験は、農林水産省・補助事業「食品物流基盤技術確立事業」（事業実施期間は平成

13 年度から 15 年度）に含まれる事業で、社団法人食品流通システム協会（ｔｅ ｌ ：

03-5217-5091）の委託を受けています。株式会社モスフードサービスと、モスバーガー店舗

への食材配送業者である味の素物流株式会社（東京都中央区 ｔｅｌ 03-5542-3636）による共

同実験となります。実験は、平成 15年 2月 3日（月）から開始し、仙台市内にあるモスバーガ

ー5 店舗にて行います。配送回収車両については、三菱ふそうトラック・バス株式会社と新明

和工業株式会社にて開発された特殊車両を使用します。 

 

モスフードサービスでは、1997年よりモスバーガー全店で、直接農家と契約して減農薬、減

化学肥料以上で育てられた野菜（ミネラル野菜＝当社呼称）を導入しています。それ以降、店

舗から排出される「生ゴミ」の処理方法について検討を重ねており、昨年の6月からは、生ゴミ

処理機を数店舗に実験導入し、契約農家である強みを生かした食品リサイクル実験を進めて

きました。当チェーンでは商品の作りおきをしないため、そもそも生ゴミ排出量は少なく、その

点でも食品リサイクルを実現しやすい事業環境にあります。 

 

 実験では、モスバーガー各店舗に通常の食材等を納品する車両を改造し、食材等の納品

時に同一車両で各店舗の厨房内から発生した野菜屑を有償で回収します。運行時に、野菜

屑（堆肥原料）を攪拌・減量化し、一次加工・保管センター（味の素物流・仙台物流センター）

に移送します。同センターにて乾燥一次加工後、最終加工工場（静岡県内の指定工場）へ納

品し、この工場で製品化します。 

 

＜野菜屑→製品化の流れ＞ 

　　　　　　有償引取　（回収） 一次加工・保管 納品　　　最終製品加工

MOS店 味の素物流　 「栽培セット」・製品工場

　　　　　　食材等納品 蒲生センター リサイクル商品生産

           （味の素物流便）

「3月12日　モスの日栽培セット」として排出元で買い取る循環型リサイクル

（一般貨物便）      

 
 



今回の実証実験で製品化された堆肥は、来る 3月 12 日に「モスバーガーの日」として顧客

に無料配布する「モスの日栽培セット」などで活用します。 

 
なお、今回の実験エリアである仙台市には、今年度の履行期間内（平成 15年 3月 20日ま

で）の実証事業を行うことについての了解を得ています。 

 

モスフードサービスでは、「社会貢献・人間貢献」の経営理念のもと、「おいしくて、

安全で、健康によい商品」を「真心と笑顔のサービス」とともに提供することに一貫し

て取り組んでいます。今回、食品リサイクルの分野においても積極的な実験を開始し、

将来的に「完全循環型」食品リサイクルシステムを構築する考えです。これにより、こ

れまで以上に社会に貢献し、安心な商品を提供できるチェーンへと成長します。 

 

 

＜「食品一括配送・回収システム確立実証事業」の実験導入の概要＞ 

 

� 実験期間   （委託事業の履行期間） 
          平成 15 年 2 月 3 日（月）～3 月 20 日（木） 

  ※来年度についても、仙台市と協議を進めながら、継続する予定 

 

� 実験場所 
１．対象地域 仙台市 

２． 対象店舗 

モスバーガー仙台西口店 

モスバーガー仙台南吉成店 

モスバーガー仙台中山店 

モスバーガー仙台泉中央店 

モスバーガー南仙台店 

以上 5 店舗 

３． 一次加工・保管センター 

味の素物流株式会社 仙台物流センター 

以上 
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